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１章 基本事項

１．１ 適用範囲

ユニットプライス型積算方式による舗装試行工事に係る工事数量の計算

にあたっては、本要領を適用する。

１．２ 数量計算方法

数量の単位は、計量法によるものとする。

長さ・面積・断面積等の計算は数学公式によるほか、スケールアップ、プラニメーター

等、平均面積（断面）法により行うものとする。また、 ソフトによる算出結果についCAD
て、適宜結果の確認をした上で適用できるものとする。

算式計算の乗除は、記載の順序によって行ない、四捨五入して位止めするものとする。

１．数量の単位は、すべて計量法によるものとする。

２．長さの計算

長さの計算は数学公式によるほか、スケールアップによることができる。

スケールアップによるときは、２回以上の実測値の平均値とする。

３．面積の計算

（１）面積の計算は数学公式によるほか、３斜誘致法、又はプラニメーターによって算出する。

プラニメーター等を使用するときは、３回以上測ったもののうち、正確と思われるもの３回

の平均値とする。

（２）面積計算で各法長が一定でないときは、両辺長を平均したものにその断面間の距離を乗ずる

平均面積法により算出する。

（３）上記（１ （２）によることを原則とするが、 ソフトによる算出結果について、適宜）、 CAD
結果の確認をした上で適用できるものとする。

４．体積の計算

体積の計算は数学公式によるほか、両断面積の平均数量に距離を乗じる平均断面法により算

出する。

５．構造物の計算に用いる角度は「分」までとし、円周率、法長、乗率、三角関数及び弧度は四

捨五入して小数第３位とする。

６．算式計算の乗除は、記載の順序によって行ない、分数は約分せず分子分母にその値を求めた

後に除法を行なうものとし、四捨五入により位止めするものとする。
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１．３ 構造物の数量から控除しないもの

構造物中の鉄筋・水抜き穴等で、その容積又は面積が僅少なものは、構造物の数量から控

除しなくてよいものとする。

次に掲げる種類の容積または面積は、原則として構造物の数量から控除しなくてよいことと

する。

１．コンクリート中の鉄筋・鋼矢板・土留材等

２．コンクリート中の基礎杭頭

３．コンクリート中の支承座面の箱抜

４．床版コンクリート中の主桁上フランジ

５．鋼材中のボルト孔及び隅欠き

６．コンクリート構造物の面取り及び水切

７．コンクリート構造物の伸縮継目の間隔及び止水板

８．コンクリート構造物内の内径 ㎝以下の管類、水抜孔等30

９．基礎材（均しコン含む）中の径 以下の杭及び胴木30cm

．法沿い堅排水工、地下排水工等の容積及びこれに類似のもの10

．コンクリート構造物中のモルタル注入孔及び埋込金具等の容積11

舗装工、床版工中の１箇所 ㎡未満の建造物12. 1.0

盛土中で現地盤線以上の断面積が ㎡未満の建造物13. 1.0

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ等防護柵の支柱の箱抜き14.

．その他面積又は体積が前項に示す値以下で全体数量に及ぼす影響が僅少なもの15
ただし、現場打杭及び杭頭部の結合方式方法Ａの場合のフーチングコンクリートについ

ては、控除する。

上記１～ に準ずるものと判断されるもの16. 15

１．４ 構造物の数量に加算しないもの

施工時において、発注者が不適当と認めて解体・除去を命じた構造物、材料の損失等につ

いては、構造物数量には加算しないものとする。

施工時に数量を算出する必要がある場合、次に揚げる内容については、構造物の数量に加算

しないものとする。

１．品質・形状等が不適当と発注者が認め、解体・除去を命じた構造物

２．型枠の余裕面積

３．コンクリート・鉄筋等材料の損失量

４．鉄筋の組立・据付に使用したタイクリップ等

５．仮締切、支保、足場工等における仮設基礎コンクリート等

６．上記１～５に準ずるものと判断されるもの
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１．５ 数量計算の単位及び数位

数量計算に用いる単位及び数位は、出来形管理値を参考に別途定めるものとする。

数量計算に用いる単位及び数位は表－１～３のとし、数位以下の数値は、有効数位１位(有効

数位２位を四捨五入)を数値とするものとする。

なお、表にないものは表－１に準ずるものとする。

表－１ 数量計算の単位及び数位一覧表

計 算 書 名 種 別 単位 数 位 摘 要

土 工 量 距 離 ｍ 小数位以下１位止 ２位四捨五入
高 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃
幅 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃

断 面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

平均断面積 〃 ２ 〃 ３ 〃m ２

土 量 〃 １ 〃 ２ 〃m ３

法 面 積 距 離 ｍ 小数位以下１位止 ２位四捨五入
法 長 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃
平 均 法 長 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃
面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 距 離 ｍ 小数位以下１位止 ２位四捨五入
（石）積（張） 法 長 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃

面積 平 均 法 長 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃
面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

コンクリート・ 幅 ｍ 小数位以下２位止 ３位四捨五入
アスファルト 高 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃

体積 長 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃
体 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ３

型 枠 面 積 幅 ｍ 小数位以下２位止 ３位四捨五入
高 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃
長 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃

面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

鉄 筋 質 量 φ 径 ㎜ 整 数
単 位 質 量 ㎏ 小数位以下３ １本当り質量/m

有効数字３桁 は小数２位止
四捨五入

質 量 ㎏ 整 数 位 止 １位四捨五入

足 場 ・ 支 保 幅 ｍ 小数位以下１位止 ２位四捨五入
高 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃

距 離 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃
面 積 掛 整 数 位 止 １位四捨五入m ２

体 積 空 〃 １位 〃m ３

粗朶沈床等面積 幅 ｍ 小数位以下１位止 ２位四捨五入
長 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃

面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

舗 装 面 積 幅 ｍ 小数位以下２位止 ３位四捨五入
距 離 ｍ 〃 １ 〃 ２ 〃
面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

区 画 線 長 ｍ 小数位以下２位止 ３位四捨五入
延 長 ｍ 小数位以下１位止 ２位四捨五入

トンネル断面積 幅 ｍ 小数位以下２位止 ３位四捨五入
高 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃
長 ｍ 〃 ２ 〃 ３ 〃

断 面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２

鋼 材 質 量 幅 ｍ 小数位以下３位止 ４位四捨五入
高 ｍ 〃 ３ 〃 ４ 〃
長 ｍ 〃 ３ 〃 ４ 〃

但し鉄筋は
㎝止め(四捨五入)

質 量 ㎏ 整 数 位 止 とする
１位四捨五入

ボ ル ト 質 量 単 位 質 量 本 整 数 位 止 １位四捨五入g/
本 数 本 整 数
質 量 ㎏ 整 数 位 止 １位四捨五入

塗 装 面 積 幅 ｍ 小数位以下３位止 ４位四捨五入
高 ｍ 〃 ３ 〃 ４ 〃
長 ｍ 〃 ３ 〃 ４ 〃

面 積 〃 １ 〃 ２ 〃m ２
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表－２ 鋼 板 の 質 量

計 算 順 序 計 算 方 法 結 果 の け た 数

基本質量 （厚さ／㎜、7.85
㎏ ／ ㎜ ／ 面積／ の質量）m2
m2

有効数字４けたの数値に丸める。
単位質量 基本質量（㎏／㎜／ ）m2

m2㎏／
×板の厚さ（㎜） 有効数字４けたの数値に丸める。

面積 幅（ｍ）×長さ（ｍ）
有効数字３けたの数値に丸める。m2
ただし､ ～ ㎏は少数第１位100 999

単位質量（㎏／ ） ㎏をこえるものは㎏の整数m2 1,000
１枚の質量 値に丸める。

㎏ ×面積（ ）m2

表－３ 平 鋼 の 質 量

計 算 順 序 計 算 方 法 結 果 の け た 数

0.785基本質量
㎏ （断面積／ 長さ／ｍ/cm /m cm２ ２

の質量）
有効数字３けたの数値に丸める。

単位質量 基本質量（㎏ ）/cm /m２

㎏／ｍ
×断面積（ ） 有効数字４けたの数値に丸める。cm ２

断面積
幅（㎜）×厚さ（㎜）cm ２

×１／１００ 有効数字３けたの数値に丸める。
ただし､ ～ ㎏は少数第１位100 999

１枚の質量 単位質量（㎏／ｍ） ㎏をこえるものは㎏の整数1,000
×長さ（ｍ） 値に丸める。

ただし 「建設省土木構造物標準設計 （以下標準設計という ）に記載されている単位当り、 」 。

数量については、記載されている数値を使用するとともに、作業土工等で単位当りの数量を算

出する場合は「標準設計」に記載されている数量表示に基づき算出するものとする。

１．６ 設計表示単位及び数位
１．設計表示単位及び数位

設計表示単位数量は、検収区分ごとに定められた単位に、数量計算で求めた数量に応じて

別表－１に定める数位に四捨五入して求めるものとする。

なお、設計表示数位に満たない数量の変更は設計変更の対象としないものとする。

（１）設計表示単位は、検収区分ごとに別表－１に定める単位により算出する。なお、 ユニット

プライス型積算方式積算基準書の積算条件において「土木工事積算基準書による」と記載があ

るものについては、土木工事数量算出要領(案)第 編 設計表示単位及び数位による。1 1.6
（２）設計数量が設計表示数位に満たない場合及び、工事規模、工事内容等により、設計表示数

位が不適当と判断される場合は(小規模工事等)有効数位第１位の数量設計表示数位とする。

（３）別表－１以外の項目について、設計表示単位及び数位を定める必要が生じたときは、土木工

事数量算出要領(案)第 編 設計表示単位及び数位によるほか、工事規模、工事内容等を勘1 1.6
案して適正に定めるものとする。
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（ ） 、 。４ 設計表示単位及び数位の適用は各 ユニット区分毎を原則とし 工種・種別は１式を原則とする

２．数量の丸め

検収区分の内訳数量の丸め方法は、設計表示単位の１位下位の単位で丸めるものとし、調

整は内訳内の最大数量で調整するものとする。
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別表 ( )-1 1

ユニット 契約 積算
コード 単位 単位

掘削 50208010 式ｏｒm3 m3 100 ただし1000ｍ3未満および岩
の場合は10ｍ3

土砂等運搬 50220010 式ｏｒm3 m3 10
整地 50214010 式ｏｒm3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
路体盛土 50245010 式ｏｒm3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
土材料 50218020 m3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
積込（ルーズ） 50218010 式ｏｒm3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
路床盛土 50245020 式ｏｒm3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
法面整形 50225010 m2 m2 10
残土運搬 50211010 式ｏｒm3 m3 10
残土処分 50211020 式ｏｒm3 m3 10
路床安定処理工 50245030 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
置換 50205010 m3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
不陸整正(車道部) 50228010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
調整コンクリート 50217010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
橋面防水 50207010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
アスファルト舗装工(車道部) 50201010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
下層路盤(車道部) 50206010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
路盤(路肩部) 50245050 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
上層路盤(車道・路肩部) 50212010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
路盤(歩道部) 50245040 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
基層(車道・路肩部) 50207020 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
中間層(車道・路肩部) 50217020 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
表層(車道・路肩部) 50227010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
表層(歩道部) 50227030 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
半たわみ性舗装 50226070 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
排水性舗装工(車道部) 50226010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
排水性舗装・基層(車道・路肩部) 50226060 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
排水性舗装・中間層(車道・路肩 50226050 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
排水性舗装・表層(車道・路肩部) 50226020 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
透水性舗装・フィルター層(歩道 50220060 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
透水性舗装工・表層(歩道部) 50220050 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
グースアスファルト舗装・基層 50208040 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
グースアスファルト舗装・表層 50208050 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
コンクリート舗装(車道部) 50210020 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
コンクリート舗装(歩道部) 50210030 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
転圧コンクリート舗装 50219020 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
薄層カラー舗装 50226080 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
インターロッキングブロック舗装 50202010 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
特殊ブロック舗装 50220030 m2 m2 10 ただし1000ｍ2未満は1ｍ2
Ｌ型側溝 50204010 m m 1
管(函)渠型側溝 50206090 m m 1
Ｕ型側溝（本体） 50238030 m m 1
Ｕ型側溝（蓋） 50238020 枚 枚 1
自由勾配側溝（本体） 50212380 m m 1
自由勾配側溝（蓋） 50212370 枚 枚 1

ユニット区分 数位 備考
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別表 ( )-1 2
ユニット 契約 積算
コード 単位 単位

管渠 50206040 m m 1 ただし径1ｍ以上管渠類は0.1
ｍ

集水桝・街渠桝(本体) 50212020 箇所 箇所 1
蓋 50212130 枚 枚 1
マンホール 50231020 箇所 箇所 1
暗渠排水管 50201030 m m 1
歩車道境界ブロック 50230010 m m 1
地先境界ブロック 50217030 m m 1
植樹ブロック 50212030 m m 1
アスカーブ 50201040 m m 10
間詰コンクリート 50231030 m3 m3 1
間詰砕石 50231040 m3 m3 1
植樹帯盛土 50212040 m3 m3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3
客土 50207060 m3 m3 1
踏掛版工 50228020 m3 m3 1
ガードレール 50206050 m m 1
ガードケーブル 50206060 m m 1
ガードパイプ 50206070 m m 1
立入防止柵 50216010 m m 1
転落(横断)防止柵 50219010 m m 1
ボックスビーム 50230030 m m 1
車止めポスト 50208020 本 本 1
路側式標識柱・基礎 50245060 基 基 1
標識板(案内) 50227040 m2 m2 1
標識板(警戒等) 50227060 基 基 1
添架式標識板取付金具(標識板) 50219120 基 基 1
片持標識柱 50206080 kg kg 1
標識基礎 50227050 m3 m3 1
門型標識柱 50235020 kg kg 1
着雪防止板 50217040 m2 m2 1
溶融式区画線 50240010 m m 10 ただし100ｍ未満は1ｍ
ペイント式区画線 50229010 m m 10 ただし100ｍ未満は1ｍ
高視認性区画線 50210040 m m 10 ただし100ｍ未満は1ｍ
区画線消去 50208030 m m 1
植樹 50212050 本 本 1
地被類 50217050 鉢 鉢 1
境界杭 50207040 本 本 1
境界鋲 50207050 枚 枚 1
視線誘導標 50212070 本 本 1
道路鋲 50220040 個 個 1
車線分離標 50212080 本 本 1
ケーブル配管(歩道部) 50209010 m m 1
ケーブル配管(交差点横断部) 50209020 m m 1
ハンドホール 50226040 箇所 箇所 1
照明柱基礎 50212090 基 基 1
鋼・ゴム製伸縮装置 50210050 m m 0.1
埋設ジョイント 50231010 m m 0.1

ユニット区分 数位 備考
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１．７ 図面表示単位

、 。 。図面に表示する寸法単位は とする これ以外については単位を記入するものとするmm
鋼材ＪＩＳは、国際単位系（ＳＩ）とする。

１．８ 単位体積質量

単位体積質量は、試験等を実施し定める他、各種示方書・指針に使用されている数値を用

いるものとする。

数量計算に用いる１ｍ 当り単位体積質量は、表 が一般的であるが、積算に用いる単価と３ -4
合致するよう充分留意されたい。

表 単 位 体 積 質 量-4

名 称 規 格 単位 単 位 質 量 備 考

土 砂 ｋｇ １，８００

軟 岩 〃 ２，２００

硬 岩 〃 ２，５００

無 筋 〃 ２，３５０
コンクリート

鉄 筋 〃 ２，５００

密 粒 〃 ２，３５０

粗 粒 〃 ２，３５０

車 道 用 細 粒 〃 ２，３００

ｱｽﾌｧ モルタル 〃 ２，１００
ﾙﾄ
合材 安定処理 〃 ２，３５０

密 粒 〃 ２，２００

歩 道 用 粗 粒 〃 ２，２００

細 粒 〃 ２，１５０

砂 〃 １，７４０

切 込 砂 利 〃 ２，０２０

ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾗ ﾝ 〃 ２，０４０

粒 調 砕 石 〃 ２，１００

水硬性スラグ 〃 ２，０８０

粒 調 ス ラ グ 〃 ２，０６０

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝｽﾗｸﾞ 〃 ２，０６０

セ メ ン ト 〃 ３，０００

ソイルセメント 〃 ２，１００

鋼 材 〃 ７，８５０

水 〃 １，０００

木 材 〃 ８００

石 材 〃 ２，６００
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１．９ 数量の算出

各工種の数量は、各章の記載内容により算出するものとする。

１）各工種の数量は、各ユニット区分(工種)の記載内容により算出するものとする。

また、数量は、施工箇所、構造物ごとに数量を取りまとめるものとする。

２)ユニットプライス型積算方式積算基準書の積算条件において特に条件の定めが無く 「土木工事、

積算基準書による」と記載があるものについては、土木工事積算基準書に基づく「土木工事数

量算出要領(案)」によるものとする。

なお、各章における「数量算出項目及び区分一覧表」に記載されている「○ 「×」が」、

意味する内容は次のとおりである。

「○」……… 数量算出項目の数量を算出するにあたって、○の区分については考慮する

必要があることを示す。

「×」……… 数量算出項目の数量を算出するにあたって、×の区分については考慮する

必要がないことを示す。



第 編 工事区分：舗装編2

1 章 道路土工

2 章 地盤改良工

3 章 舗装工

4 章 排水構造物工

5 章 縁石工

6 章 踏掛版工

7 章 防護柵工

8 章 標識工

9 章 区画線工

10 章 道路植栽工

11 章 道路付属施設工

12 章 橋梁付属物工

※章はレベル２（工種）で構成している。



１ 章 道 路 土 工

土 工 (ユニット区分：掘削･土砂等運搬・整地･路体盛土・土材料2.1.1
･積込(ルーズ)・路床盛土･ 残土運搬・残土処分)

法面整形工 (ユニット区分：法面整形）2.1.2
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２．１．１ 土 工
(ユニット区分：掘削･ 砂等運搬・整地・路体盛土・土材料・積込(ルーズ)土

・路床盛土・残土運搬・残土等処分)

１．適用

道路工事における土工に適用する。

２．数量算出項目

、 、 、 、 。掘削 盛土 整地 残土処理 作業土工(床掘り･埋戻し)の土量を区分ごとに算出する

（１）掘削・床堀り（下図参照）

「掘削」とは、現地盤線から施工基面までの土砂等を掘り下げる箇所であり 「埋戻し」、

を伴わない箇所である。

また 「床堀り」とは、構造物の築造又は撤去を目的に、現地盤線又は施工基面から土砂、

等を掘り下げる箇所であり 「埋戻し」を伴う箇所である。ユニットプライス型積算方式では、、

、 、 、作業土工は目的とする構造物の築造又は撤去の作業に含めるが 運搬等 配土計画に必要なため

数量の算出は行い、本章によるものとする。

施工基面 

（計画路床面） 

掘 削 

現地盤線 

作業土工 

（床堀り・埋戻し） 
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３．数量算出項目

区分は、土質、構造物、施工形態、運搬とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 施 工
土 質 構造物 運 搬 単位 数 量 備 考

項 目 形 態

土 掘削 ○ ○ ○ ○ ｍ 運搬距離も算出する３

３工 盛土 ○ ○ ○ × ｍ

作 床掘り ○ ○ ○ ○ ｍ 運搬距離も算出する３

業土
３工 埋戻し ○ ○ ○ × ｍ

３積込(ルーズ) ○ ○ ○ × ｍ

３整 地 ○ × ○ × ｍ

土砂等運搬 ○ ○ ○ ○ ｍ 運搬距離も算出する３

残土処理 ○ ○ ○ ○ ｍ 〃３

注）１．抜開除根および表土はぎにより生じた廃棄物については、別途数量を算出する。

２．切土（発破）防護柵が必要な場合は、別途数量を算出する。
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（２）土質区分

土質区分については、下表のとおりとする。区分はＡ分類を標準とする。

土および岩の区分表

区 分
説 明 摘 要

A B

礫 礫の混入があって掘削時の 礫の多い砂、礫の多 礫 （Ｇ）
混 り 土 能率が低下するもの い砂質土、礫の多い 礫質土（ＧＦ）

粘性土

砂 バケットなどに山盛り形状 海岸砂丘の砂 砂（Ｓ）
になりにくいもの マサ土

砂 質 土 掘削が容易で、バケット等 砂質土、マサ土 砂 （Ｓ）土
(普通土) に山盛り形状にし易く空げ 粒度分布の良い砂条 砂質土（ＳＦ）

きの少ないもの 件の良いローム シルト（Ｍ）

バケット等に付着し易く空 ローム シルト（Ｍ）
げきの多い状態になり易い 粘性土 粘性土（Ｃ）

粘 性 土 もの、トラフィカビリティ
が問題となり易いもの

バケット等に付着し易く、 条件の悪いローム条 シルト（Ｍ）
高含水比 特にトラフィカビリティが 件の悪い粘性土火山 粘性土（Ｃ）
粘 性 土 悪いもの 灰質粘性土 火山灰質砂

粘性土（Ｖ）
有機質土（Ｏ）

岩塊、玉石が混入して掘削しにくく、バケット等に 玉石まじり土、岩塊破
岩 塊 空げきのでき易いもの。 砕された岩、ごろごろ
玉 石 岩塊、玉石は粒径 以上とし、まるみのあるの した河床7.5cm

を玉石とする。

第三紀の岩石で固結の程度が弱いもの。
風化がはなはだしく、きわめてもろいもの。指先で
離し得る程度のもので、亀裂の間隔は１～５ ぐcm

軟 軟 Ⅰ らいのものおよび第三紀の岩石で固結の程度が良好
なもの。
風化が相当進み、多少変色を伴い軽い打撃で容易に
割れるもの 離れ易いもので き裂間隔は５～ 地山弾性波速度、 、 10cm

700 2800m sec程度のもの。 ～ ／

凝灰質で堅く固結しているもの。風化が目にそって
岩 岩 相当進んでいるもの。

Ⅱ き裂間隔が ～ 程度で軽い打撃により離し得10 30cm
る程度異質の硬い互層をなすもので層面を楽に離し
得るもの。

中 石灰岩、多孔質安山岩のように特にち密でなくても
硬 相当の硬さを有するもの。風化の程度があまり進ん 地山弾性波速度

30 50cm 2000 4000m sec岩 でいないもの。硬い岩石で間隔 ～ 程度のき ～ ／
硬 裂を有するもの。

花崗岩、結晶片岩等で全く変化していないもの｡き
硬 Ⅰ 裂間隔が１ 内外で相当密着しているもの。硬い良m

好な石材を取り得るようなもの。 地山弾性波速度
岩 ／ 以上3000m sec

けい岩、角岩などの石英質に富む岩質で最も硬いも
岩 Ⅱ の。風化していない新鮮な状態のもの。き裂が少な

くよく密着しているもの。
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（３）構造物区分

構造物ごとに区分して算出する。

（４）施工形態区分

「４．数量算出項目」の断面積の算出方法による。

（５）運搬区分

「土量配分図」を作成し 「押土の有無 「工区内運搬の有無」を算出する。、 」

４．数量算出項目

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

平均断面法によることを標準とする。

土 量＝平均断面積×延長

法断面＝平均法長 × 延長

（１）掘削

１） 断面積（道路）

下記の項目に区分して算出する。

掘削 オープンカット

片切

ａ）オープンカット

「オープンカット」は、下左図に示すような切取面が水平もしくは緩傾斜をなすよう

に施工できる場合で切取幅５ｍ以上、かつ延長２０ｍ以上を標準とする。

ｂ）片切

「片切」は、下中図および下右図に示すような切取幅５ｍ未満の領域Ｂを施工する場合

とする。

ｃ）下右図に示すような箇所（領域Ａ）にあっても、地形及び工事量等の現場条件を十分

考慮の上、前述のオープンカット工法が可能と判断される場合はオープンカットを適用

する。
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２）距離のとり方（道路）

道路中心線上の距離とすることを標準とする。

［参考］

半径の小さな曲線部（道路中心線でＲ＝５０ｍ未満）等で、道路中心線上の距離を

とることが適当でないときは、計算断面の図心位置での距離としてよい。

（２）盛土

１）断面積（道路）

下記の項目に区分して算出する （下図参照）。

盛土 路体盛土

路床盛土

路肩盛土

歩道盛土

土羽土（必要により）

※ 土羽土Ｖ(ｍ )＝Ａ(ｍ )×０．３(ｍ)３ ２

ａ）土羽土と路体等の材料が異なる場合

①路体盛土

②路床盛土

③歩道盛土

④土羽土

⑤畦畔盛土
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ｂ）土羽土と路体等の材料が同一の場合

①路体盛土

②路床盛土

③路肩盛土

④土羽土

⑤畦畔盛土

注）１．路床は必要に応じて、上部路床と下部路床に区分して算出する。

２．畦畔盛土は必要に応じ計上する。

３．土羽土は、下記により必要に応じて区分して算出する。

① 法面工が種子帯工及び筋芝の場合は、土羽土と路体等盛土が同一材

料であっても区分する。

② ①以外の法面工の場合は、土羽土と路体等盛土が同一材料でない場

合に区分する。

また、盛土下幅により下記とおり区分して算出する。

① ２．５ｍ 未満

② ２．５ｍ 以上 ４．０ｍ 未満

③ ４．０ｍ 以上

３）距離の取り方（道路）

道路中心線上の距離とすることを標準とする。

［参考］

半径の小さな曲線部（道路中心線でＲ＝５０ｍ未満）等で、道路中心線上の距離を

とることが適当でないときは 「 １）掘削 ３）距離のとり方（道路 ［参考 」、（ ） ］

による。
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（３）残土処理

残土処理の土量は地山土量とし、埋戻しの土量変化率（Ｃ）を考慮する。

（例） 残土量＝床掘り量－埋戻し量×土量変化率（１／Ｃ）

（４）控除土量

１）横断構造物等（管渠、函渠等）において、現地盤線以上の断面積が１ｍ 以上２

となる場合は、盛土量からこれを控除する。

２）構造物に裏込め材を使用する場合には、盛土量からこれを控除し、別途裏込め材（セレ

クト材）の数量を算出する。

注）セレクト材

堤防断面箇所については、

堤体材料と同一材料とする。
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２．１．２ 法面整形工 (ユニット区分：法面整形)

１．適用

盛土法面整形工及び切土法面整形工に適用する。

２．数量算出項目

法面整形の面積を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、土質、整形箇所、土羽打ちの有無、現場制約の有無とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 整 形 土羽打 現場制約
土 質 単位 数 量 備 考

項 目 箇 所 の有無 の有無

２法 面 整 形 ○ ○ ○ ○ ｍ

（２）土質区分、整形箇所、土羽打ちの有無、現場制約の有無

土質による区分、整形箇所による区分、土羽打ちの有無及び現場制約の有無による区分は、

下表のとおりとする。なお 「有り」とは現場が狭溢である場合であり 「無し」とは狭溢、 、

では無い場合を指す。

砂・砂質土 粘性土 レキ質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ、中硬岩、硬岩

切土部 ○

土羽打有 ○

土羽打無 ○ ○ ○

盛土部

現場制約有 ○

現場制約無 ○

４．その他

法面整形工におけるユニット区分：土材料、土砂等運搬、積込(ルーズ)については「 土工」2.1.1
によるものとする。



２ 章 地 盤 改 良 工

路床安定処理工 (ユニット区分： 路床安定処理工）2.2.1

置換工 (ユニット区分： 置換）2.2.2
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２．２．１ 路床安定処理工 (ユニット区分：路床安定処理工)

数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「安定処理工」(ページ1-2-16)によるものとする。）
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２．２．２ 置換工 (ユニット区分：置換)

数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「土工」(ページ1-2-2)によるものとする。）

なお、置換材料に砕石を使用する場合は「砕石基礎工」(ページ1-9-2)によるものとし、サンドマッ

トを使用する場合は 「サンドマット工」(ページ1-8-2)によるものとする。、

また、置換下幅により下記のとおり区分して算出する。

① ２．５ｍ 未満

② ２．５ｍ 以上 ４．０ｍ 未満

③ ４．０ｍ 以上

・その他

置換工におけるユニット区分：土材料、土砂等運搬、積込(ルーズ)については「２．１．１土

工」によるものとする。



３ 章 舗 装 工

舗装準備工 (ユニット区分： 不陸整正(車道部)2.3.1 2.3.1.1
調整コンクリート ）2.3.1.2

橋面防水工 (ユニット区分： 橋面防水）2.3.2

アスファルト舗装工(車道部) (ユニット区分： アスファルト舗装工(車道部)）2.3.3

アスファルト舗装工 (ユニット区分： 下層路盤（車道部 、路盤（路肩部）､2.3.4 ）

上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）

（ （ ）、基層 車道・路肩部)､中間層 車道・路肩部

表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)）

半たわみ性舗装工 (ユニット区分： 半たわみ性舗装）2.3.5

排水性舗装工(車道部) (ユニット区分： 排水性舗装工(車道部)）2.3.6

排水性舗装工 (ユニット区分： 排水性舗装･中間層(車道部)2.3.7 2.3.7.1
排水性舗装･基層(車道部)、2.3.7.2

〃 排水性舗装･表層(車道･路肩部)）

透水性舗装工 (ユニット区分： 透水性舗装･フィルター層(歩道部)、2.3.8 2.3.8.1
透水性舗装･表層(歩道部)）2.3.8.2

グースアスファルト舗装工 (ユニット区分： グースアスファルト舗装･基層、2.3.9
グースアスファルト舗装･表層）

コンクリート舗装工 (ユニット区分： コンクリート舗装(車道部)、2.3.10 2.3.10.1
コンクリート舗装(歩道部)2.3.10.2
転圧コンクリート舗装 ）2.3.10.3

薄層カラー舗装工 (ユニット区分： 薄層カラー舗装）2.3.11

ブロック舗装工 (ユニット区分： インターロッキングブロック舗装、2.3.12 2.3.12.1
特殊ブロック舗装 ）2.3.12.2
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２．３．１ 舗装準備工
２．３．１．１ ユニット区分： 不陸整正（車道部）

１．適用

舗装工における不陸整正(車道部)に適用する。

２．数量算出項目

路床及び路盤の不陸整正の面積を区分ごとに算出する。

なお、補足材が必要な場合は、その対象面積を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 備 考

規 格 単位 数 量

項 目

２不陸整正 × ｍ

補 足 材 ○ ｍ 平均厚さ( )も算出する。２ mm

(２)規格は補足材種別とする。

①RC-40･30

②C-40･30

③各種(上記以外名称)

なお、補足材料平均厚さ区分は以下の通りとする。

①25mm未満

②25mm以上75mm未満

③75mm以上125mm未満

④125mm以上175mm未満

⑤175mm以上225mm未満

⑥225mm以上275mm未満

⑦各種(上記以外実数)
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２．３．1．２ ユニット区分： 調整コンクリート

１．適用

（ ） 。舗装工における調整コンクリート 橋梁の歩道等の準備として行う に適用する

２．数量算出項目

施工面積の区分毎に算出する。

３．区分

区分は平均敷厚( )とする。mm

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 平均敷厚

項 目 ( ) 単位 数 量 備 考mm

２調整コンクリート ○ ｍ

（２）平均厚さ区分は以下の通りとする。

①25mm未満

②25mm以上75mm未満

③75mm以上125mm未満

④125mm以上175mm未満

⑤175mm以上225mm未満

⑥225mm以上275mm未満

⑦275mm以上325mm未満

⑧325mm以上375mm未満

⑨375mm以上425mm未満

⑩425mm以上475mm未満

⑪各種(上記以外実数)

※参考図

AS舗装

縁石
コンクリート床版

調整コンクリート
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２．３．２ 橋面防水工
(ユニット区分：橋面防水)

１．適用

舗装工における防水(橋梁の床版部に行うもので、ドレーンまたは目地材ある場合

を含む)等に適用する。

２．数量算出項目

施工面積を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分

項 目 規 格 単位 数 量 備 考

橋 面 防 水 ○ ㎡

（２）規格区分

シート系防水及び塗膜系防水ごとに区分して算出する。

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）施工面積には、端部処理の立上り面積は含めない。
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２．３．３ アスファルト舗装工（車道部）
（ユニット区分：アスファルト舗装工(車道部）)

各層ごとの数量算出は土木工事数量算出要領（案 「路盤工 （ページ3-1-3）及び「アスファル） 」

ト舗装工 （ページ3-1-4）によるものとする。」

ただし、表層面積を算出するものとし、規格区分は舗装計画交通量、平均幅員、設計ＣＢＲとす

る。
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２．３．４ アスファルト舗装工
(ユニット区分：下層路盤（車道部 、路盤（路肩部）､）

上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）
（ （ ）、基層 車道・路肩部)､中間層 車道・路肩部

表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)）

１．適用

アスファルト舗装工における 下層路盤（車道部 、路盤（路肩部 、 上層路盤（車） ）

道・路肩部 、路盤（歩道部）基層（車道・路肩部 、中間層（車道・路肩部 、表層） ） ）

（車道・路肩部 、表層（歩道部）に適用する。）

２．数量算出項目

施工面積を算出する。

３．区分

区分は、平均厚さ、平均幅員、材料規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 平均 平均 材料

項 目 厚さ 幅員 単位 数量 備 考

下層路盤（車道部） ○ ○ ○ ㎡※ 1

路盤（路肩部） ○ × ○ ㎡※ 2

上層路盤（車道・路肩部） ○ ○ ○ ㎡※ 3

路盤（歩道部) ○ × ○ ㎡※ 4

基層（車道・路肩部) ○ ○ ○ ㎡※ 5

中間層（車道・路肩部) ○ ○ ○ ㎡※ 6

表層（車道・路肩部） ○ ○ ○ ㎡

表層（歩道部) ○ ○ ○ ㎡

注 ※1 半たわみ性舗装工、排水性舗装工、コンクリート舗装工、薄層カラー舗装工およびブ

ロック舗装工にも適用するものとし、路肩部の舗装構成が車道部と同一の場合は路肩

部の路盤にも適用する。

※2 半たわみ性舗装工、排水性舗装工、コンクリート舗装工、薄層カラー舗装工およびブ

ロック舗装工にも適用するものとし、路肩部の舗装構成が車道部と異なる場合に適用

する。
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※3 半たわみ性舗装工、排水性舗装工、コンクリート舗装工、薄層カラー舗装工およびブ

ロック舗装工にも適用するものとする。

※4 透水性舗装工、薄層カラー舗装工およびブロック舗装工にも適用するものとする。

※5 半たわみ性舗装工にも適用するものとするが、排水性舗装工には適用しないものとす

る。

※6 コンクリート舗装工にも適用するものとするが、排水性舗装工には適用しないものと

する。

（２）平均厚さおよび平均幅員区分は下表の通りとする。

ユニット区分 平均厚さ区分 平均幅員

①75mm以上125mm未満 ②125mm以上175mm未満下層路盤（車道部)

③175mm以上225mm未満 ④225mm以上275mm未満路盤（路肩部)

⑤275mm以上325mm未満 ⑥325mm以上375mm未満

⑦375mm以上425mm未満 ⑧425mm以上475mm未満

⑨475mm以上525mm未満 ⑩各種(上記以外実数)

①45mm以上55mm未満 ②55mm以上65mm未満上層路盤 車道・路肩部（ ）

③65mm以上75mm未満 ④75mm以上85mm未満 ①1.4ｍ未満

⑤85mm以上125mm未満 ⑥125mm以上175mm未満 ②1.4ｍ以上

⑦175mm以上225mm未満 ⑧225mm以上275mm未満

⑨275mm以上325mm未満 ⑩各種(上記以外実数)

①75mm以上125mm未満 ②125mm以上175mm未満路盤（歩道部)

③175mm以上225mm未満 ④225mm以上275mm未満

⑤275mm以上325mm未満 ⑥各種(上記以外実数)

基層（車道・路肩部)

①35mm以上45mm未満 ②45mm以上55mm未満中間層（車道・路肩部)

③55mm以上65mm未満 ④各種(上記以外実数)

表層（車道・路肩部）

①25mm以上35mm未満 ②35mm以上45mm未満表層（歩道部)

③45mm以上55mm未満 ④55mm以上65mm未満

⑤各種(上記以外実数)

（３）材料区分は下記の通りとする。

)下層路盤（車道部)、路盤（路肩部)、路盤（歩道部)1
①RC-40・30 ②C-40・30 ③各種(左記以外実名称)

）上層路盤（車道・路肩部）2
① 再生瀝青安定処理 ②RM－40・30 ③ M－40・30 ④各種(左記以外実名称)

）基層（車道・路肩部)、中間層（車道・路肩部)3
①再生粗粒度Ａs(20) ②粗粒度Ａs(20) ③改質Ａs再生粗粒Ⅰ型(20)

④改質Ａs粗粒Ⅰ型(20) ⑤改質Ａs粗粒Ⅱ型(20) ⑥各種(上記以外実名称)

) 表層（車道・路肩部）4
①再生密粒度Ａs(20・13) ②密粒度Ａs(20・13) ③改質Ａs密粒Ⅱ型(20)

④各種(上記以外実名称)

）表層（歩道部)5
①再生密粒度Ａs(13・20) ②再生細粒度Ａs(13) ③各種(左記以外実名称)
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２．３．５ 半たわみ性舗装工
(ユニット区分：半たわみ性舗装)

数量算出は土木工事数量算出要領（案 「アスファルト舗装工」(ページ3-1-4)によるものとする。）

なお、下層路盤、上層路盤、中間層については２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下

層路盤 車道部 路盤 路肩部 ､上層路盤 車道・路肩部)､路盤 歩道部 基層 車道・路肩部)､（ ）、 （ ） （ （ ） （

中間層（車道・路肩部 、表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。） ）
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２．３．６ 排水性舗装工（車道部）
（ユニット区分：排水性舗装工(車道部）)

数量算出は土木工事数量算出要領 案 路盤工 ページ3-1-3 及び アスファルト舗装工 ペ（ ）「 」（ ） 「 」（

ージ3-1-4）によるものとする。

ただし、表層面積を算出するものとし、規格区分は舗装計画交通量、平均幅員、設計ＣＢＲとす

る。
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２．３．７ 排水性舗装工
２.３.７.1 排水性舗装･中間層(車道･路肩部)
(ユニット区分：排水性舗装･中間層(車道･路肩部))

数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「アスファルト舗装工」(ページ3-1-4)によるものと）

。する

なお、下層路盤、路盤(路肩部)上層路盤については２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区

分：下層路盤（車道部 、路盤（路肩部）､上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層（車道）

・路肩部)､中間層（車道・路肩部 、表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。） ）
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２.３.７.２ 排水性舗装・基層および表層
(ユニット区分： 排水性舗装･基層(車道･路肩部)、

排水性舗装･表層(車道･路肩部))

１．適用

（ ）舗装工における排水性舗装・基層(車道･路肩部)および表層 車道・路肩部
に適用する。

２．数量算出項目

施工面積を区分毎に算出する。

３．区分

区分は、平均厚さ、平均幅員、材料とする 。。

（１）数量算出項目

区分 平均 舗装

項目 厚さ 幅員 材料 単位 数量 備考

排水性舗装・基層

（車道・路肩部） ○ ○ ○ ㎡

排水性舗装・表層

（車道・路肩部） ○ ○ ○ ㎡

（２）平均厚さ区分
平均厚さによる区分は、下記のとおりとする。
①35mm以上45mm未満
②45mm以上55mm未満
③55mm以上65mm未満
④各種(上記以外実数)

（３）平均幅員区分
平均幅員による区分は、下記のとおりとする。
①1.4m未満
②1.4m以上

（４）材料区分
材料による区分は、下記のとおりとする。

1）基層（車道・路肩部)

①再生粗粒度Ａs(20) ②粗粒度Ａs(20) ③改質Ａs再生粗粒Ⅰ型(20)

④改質Ａs粗粒Ⅰ型(20) ⑤改質Ａs粗粒Ⅱ型(20) ⑥各種(上記以外実名称)

2）表層（車道・路肩部)

①ポーラスアスファルト合材 ②各種(上記以外実名称)
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４．その他
なお、下層路盤、路盤(路肩部)、上層路盤については２.３.４ アスファルト舗装工(ユニッ

ト区分：下層路盤（車道部 、路盤（路肩部）､上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層）

（車道・路肩部)､中間層（車道・路肩部 、表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるもの） ）

とする。
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２．３．８ 透水性舗装工
２.３.８.1 透水性舗装･ﾌｨﾙﾀｰ層(歩道部)

(ユニット区分：透水性舗装･ﾌｨﾙﾀｰ層(歩道部))

数量算出は土木工事数量算出要領（案 「透水性アスファルト舗装工」(ページ3-1-9）によるも）

のとする。

なお、路盤(歩道部)については、２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下層路盤（車

道部 、路盤（路 肩部）､上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層（車道・路肩部)､中間層）

（車道・路肩部 、 表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。） ）
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２.３.８.２ 透水性舗装･表層(歩道部)
(ユニット区分：透水性舗装･表層(歩道部))

１．適用

透水性舗装工における表層(歩道部)に適用する。

２ 数量算出項目．

施工面積を区分毎に算出する。

３ 区分．

区分は、平均厚さ、平均幅員、材料とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 平均 平均 材料

厚さ 幅員 単位 数量 備 考項 目

表層（歩道部） ○ ○ ○ ㎡

（２）平均厚さ区分
平均厚さによる区分は、下記のとおりとする。
①25mm以上35mm未満
②35mm以上45mm未満
③45mm以上55mm未満
④各種(上記以外実数)

（３）平均幅員区分
平均幅員による区分は、下記のとおりとする。

①1.4m未満
②1.4m以上

（４）材料区分
材料による区分は、下記のとおりとする。

①透水性 合材 ②透水性開粒度 ( )改質Ⅱ型 ③各種(上記以外実名称)As As 13

４.その他

、 （ ） （ ）、なお 路盤 歩道部 については２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下層路盤 車道部

路盤（路肩部）､上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層（車道・路肩部)､中間層（車道・路肩

部 、表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。） ）

（ ）透水性アスファルト舗装の構成例 表層　（透水性アスコン）

路盤（クラッシャラン等）

フィルター層（砂等）

路　　　　床
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２．３．９ グースアスファルト舗装工
(ユニット区分：グースアスファルト舗装･基層

グースアスファルト舗装･表層 ）

数量算出は土木工事数量算出要領（案 「グースアスファルト舗装工」(ページ3-1-10）によるも）

のとする。
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２．３．１０ コンクリート舗装工
２．３．１０．１ コンクリート舗装(車道部）

(ユニット区分：コンクリート舗装(車道部))
１．適用

舗装工におけるコンクリート舗装（車道部）に適用する。

ただし、以下の場合は適用しない。

（１）連続鉄筋によるコンクリート舗装の場合

（２）歩道部のコンクリート舗装の場合

（３）転厚コンクリート舗装の場合

２．数量算出項目

１．平均厚さが 以上 未満の場合コンクリート舗装の数量を区分125mm 315mm
ごとに算出する

２． １ 以外の場合コンクリート舗装、縦目地、横目地の数量を区分ごとに算出する。.
また、セメントコンクリート舗装要綱に規定される標準的な目地間隔を有する場合は、

目地数量の算出を要しない。

３． ．及び２．における共通事項1
路盤の数量は、下層路盤（車道部 、路盤（路肩部 、上層路盤（車道・路肩部）） ）

により算出する。

また、アスファルト中間層の数量は、中間層（車道・路肩部）により算出する。

３．区分

１．平均厚さが 以上 未満の場合125mm 315mm
区分は、コンクリート版の平均厚さ（本線の平均厚さ）とする。

２．１．以外の場合

数量の算出は、土木工事数量算出要領「コンクリート舗装工」(ページ ～ )3-1-5 6
によるものとする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

１）コンクリート舗装

◆平均厚さが 以上 未満の場合125mm 315mm

区分

項目 平均厚さ 単 位 数 量 備 考

以上 未満125mm 175mm
以上 未満175mm 225mm

コンクリート舗装 以上 未満 ㎡225mm 275mm
(車道部) 以上 未満275mm 285mm

以上 未満285mm 315mm
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（２）コンクリート舗装の構成
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２．３．１０．２ コンクリート舗装(歩道部）
(ユニット区分：コンクリート舗装(歩道部))

数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「コンクリート舗装工」(ページ3-1-5～6)に）

よるものとする。
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２．３．１０．３ ユニット区分：転圧コンクリート舗装

数量算出は土木工事数量算出要領（案 「転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工」(ページ3-1-7)によるものとする。）

なお 路盤および中間層については ２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下層路盤 車、 、 （

道部 路盤 路肩部 ､上層路盤 車道・路肩部)､路盤 歩道部 基層 車道・路肩部)､中間層 車）、 （ ） （ （ ） （ （

道・路肩部 、表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。） ）
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２．３．１１ 薄層カラー舗装工
(ユニット区分：薄層カラー舗装)

１．適用

薄層カラー舗装に適用する。

２．数量算出項目

薄層カラー舗装面積を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、舗装区分、施工区分、規格・仕様、階段ステップ部とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 舗装区分 施工区分 規格 階段
単位 数量 備 考

項 目 ・仕様 ｽﾃｯﾌﾟ部

薄層カラー舗装 ○ ○ ○ ○ ㎡

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）薄層カラー舗装は以下の舗装区分により算出する。

薄層カラー舗装 加熱混合形

樹脂ﾓﾙﾀﾙ 厚 以下6mm
厚 を超え 以下6mm 8mm
厚 を超え 以下8mm 10mm

景観透水性 厚 以下10mm
厚 を超え 以下10mm 15mm

樹脂系すべり止め 車道（ ～ ）RPN-1 12
歩道（ ～ ）RPN-13 15

注 １ 樹脂系すべり止め舗装の区分は 規格・仕様 高輝度タイプを含む ・施工区分 車（ ） ． 、 （ ） （

道・歩道）別に区分して算出する。

２．樹脂モルタルについては、階段ステップ部の有無に区分して算出する

（２）加熱混合形薄層カラー舗装は 「２ ３ ４アスファルト舗装工」による。、 . .

なお、路盤については、２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下層路盤（車道部 、路盤（路肩部）､）

上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層（車道・路肩部)､中間層（車道・路肩部 、表層（車道・路肩部 、） ）

表層（歩道部）)によるものとする。
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２．３．１２ ブロック舗装工
２.３.１２.１ インターロッキングブロック舗装

(ユニット区分： インターロッキングブロック舗装）

数量算出は土木工事数量算出要領（案 「路側工 （ページ3-2-27）によるものとする。） 」

なお、路盤については、２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下層路盤（車道部 、）

路盤（路肩部）､上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層（車道・路肩部)､中間層（車道・

路肩部 、表層（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。） ）
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２.３.１２.２ 特殊ブロック舗装
(ユニット区分： 特殊ブロック舗装）

１．適用

特殊ブロック舗装に適用する。

２ 数量算出項目．

施工面積を区分ごとに算出する。

３ 区分．

区分は、設置方式、ブロック規格、ブロック種類とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 設置 ブロック ブロック 単位 数量 備 考

項 目 方式 種類 規格

特殊ブロック舗装 ○ ○ ○ ㎡

※ 設置方式において、撤去。再利用設置を選択した場合は、ブロック種類、ブロック規格を1
区分する必要は無い。

（２）設置方式区分
設置方式による区分は、下記のとおりとする。
①設置
②撤去
③再利用設置

（３）ブロック種類区分
ブロック種類による区分は、下記のとおりとする。

①平板ブロック ②透水性平板ブロック ③洗出・擬石平板ブロック
④点字ブロック ⑤各種(上記以外実名称)

（４）ブロック規格区分
ブロック規格による区分は、下記のとおりとする。(縦×横×厚)

30cm 30cm 6cm 30cm 30cm 8cm① × × ② × ×

③ × × (点字ブロックのみ) ④各種(上記以外実数)30cm 30cm 3cm

４.その他

路盤工については２.３.４ アスファルト舗装工(ユニット区分：下層路盤（車道部 、路盤（路肩）

部）､上層路盤（車道・路肩部)､路盤（歩道部）基層（車道・路肩部)､中間層（車道・路肩部 、表層）

（車道・路肩部 、表層（歩道部）)によるものとする。）



４ 章 排 水 構 造 物 工

2.4.1 側溝工 (ユニット区分： 管（函）渠型側溝、2.4.1.1
Ｌ型側溝2.4.1.2

〃 Ｕ型側溝（本体 、）

〃 Ｕ型側溝（蓋 、）

〃 自由勾配側溝（本体 、）

〃 自由勾配側溝（蓋 ））

2.4.2 管渠工 (ユニット区分： 管渠 ）

2.4.3 集水枡･マンホール工 (ユニット区分： 集水桝・街渠桝（本体 、）

蓋、マンホール ）

2.4.4 地下排水工 (ユニット区分： 暗渠排水管）

2.4.5 場所打水路工 (ユニット区分： Ｕ型側溝（本体 、Ｕ型側溝（蓋 ）） ）

2.4.6 排水工 (ユニット区分： Ｕ型側溝（本体 、Ｕ型側溝（蓋 ）） ）
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２．４．１ 側溝工
２.４.１.１ ユニット区分：管（函）渠型側溝､

１．適用

側溝工における管(函)渠型側溝に適用する。

２ 数量算出項目．

延長を区分ごとに算出する。

３ 区分．

区分は、製品規格（製品長・内径または内空幅）

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 製品規格（製品長・内径 単位 数量 備 考

項 目 または内空幅）

管(函)渠型側溝 ○ ｍ

（２）製品規格（製品長・内径または内空幅）

製品規格（製品長・内径または内空幅）による区分は、下記のとおりとする。
①L=2000mm φ300mm ②L=2000mm φ400mm ③各種(上記以外実数)

４.数量算出方法
数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）施工延長（Ｌ）のとり方は、下図のとおりとする。

L

（２）作業土工に関する数量算出については 「２．１．１土工」によるものとする。、
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２．４．１．２ (ユニット区分：Ｌ型側溝､ Ｕ型側溝（本体 、）
（ ）、 （ ）、Ｕ型側溝 蓋 自由勾配側溝 本体

自由勾配側溝（蓋 ））

数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「排水構造物工 （ページ3-2-2～3-2-3）によるものと） 」

する。

なお、作業土工に関する数量算出については 「２．１．１土工」によるものとする。、
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２．４．２ 管渠工 (ユニット区分： 管渠）

１．適用

管渠に適用する。

２ 数量算出項目．

延長を区分毎に算出する。

３ 区分．

区分は、管渠種類、管径、巻きコンクリートとする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 管渠種類 管径 巻きコンクリート 単位 数量 備 考

項 目

管 渠 ○ ○ ○ ｍ

（２）管渠種類区分
管渠種類による区分は、下記のとおりとする。

①ヒューム管１種 ②ヒューム管２種 ③ 管３種PC
④鉄筋コンクリート台付管（重圧管） ⑤鉄筋コンクリート台付管（特圧管）
⑥鉄筋コンクリート台付管（遠心ボックスカルバート）
⑦各種(上記以外実名称)

（３）管径区分
管径による区分は、下記のとおりとする。

①φ200mm ②φ250mm ③φ300mm ④φ350mm ⑤φ400mm ⑥φ450mm ⑦φ500mm
⑧φ600mm ⑨φ700mm ⑩φ800mm ⑪φ900mm ⑫φ1000mm ⑬φ1100mm
⑭各種(上記以外実数)

（３）巻きコンクリート区分
巻きコンクリートによる区分は、下記のとおりとする。

①90°巻き ②180°巻き ③380°巻き ④無し

４.数量算出方法
数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）施工延長（Ｌ）のとり方は、下図のとおりとする。

L
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２．４．３ 集水枡･マンホール工
(ユニット区分： 集水桝・街渠桝（本体 、）

蓋、マンホール ）

２．４．４ 地下排水工
(ユニット区分： 暗渠排水管）

２．４．５ 場所打水路工
(ユニット区分： Ｕ型側溝（本体 、Ｕ型側溝（蓋 ）） ）

２．４．６ 排水工
(ユニット区分： Ｕ型側溝（本体 、Ｕ型側溝（蓋 ）） ）

上記 2.4.3～2.4.6について数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「排水構造物）

工 （ページ3-2-2～3-2-3）によるものとする。」

なお、作業土工に関する数量算出については 「２．１．１土工」によるものとする。、



５ 章 縁 石 工

2.5.1 縁石工 (ユニット区分： 2.5.1.1 歩車道境界ブロック、

2.5.1.2 地先境界ブロック、

2.5.1.3 植樹ブロック、

2.5.1.4 アスカーブ

2.5.2 分離帯工 (ユニット区分： 2.5.2.1 間詰コンクリート、

2.5.2.2 間詰砕石、

2.5.2.3 客土、

2.5.2.4 植樹帯盛土 ）
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２．５．１ 縁石工

２．５．１．１ ユニット区分： 歩車道境界ブロック

１．適用

歩車道境界ブロックの設置及び撤去再設置に適用する。

２．数量算出項目

ブロック延長を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は設置方式、ﾌﾞﾛｯｸ規格、基礎ｺﾝｸﾘｰﾄの有無、基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さとする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分 設置 ﾌﾞﾛｯｸ 基礎 基礎

方式 規格 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ 単位 数量 備考

項目 有無 厚さ

歩車道境界ブロック ○ ○ ○ ○ ｍ

（２）設置方式区分は下記の通りとする。

①設置

②撤去・設置

（３）ブロック規格区分は下記の通りとする。

① 種 ② 種 ③ 種 ④各種(左記以外 種別実名称)A B C

※参考 歩車道境界ブロック標準タイプ(片面 )の寸法R
Ａ種 150/170×200

Ｂ種 180/205×250

Ｃ種 180/210×300

（４）基礎コンクリート有無区分は下記の通りとする。

①無し ②有り

（５）基礎コンクリート厚さ

①5cm未満 ②5cm以上10cm未満 ③10cm以上15cm未満 ④15cm以上20cm未満

⑤20cm以上25cm未満 ⑥各種 (左記以外実数）

４．その他

作業土工に関する数量算出については、２．１．１土工によるものとする。
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２．５．１．２ ユニット区分： 地先境界ブロック

１．適用

縁石工における地先境界ブロックの設置に適用する。

２ 数量算出項目．

。ブロック延長を区分ごとに算出する

３ 区分．

区分は、ブロック規格、基礎コンクリートの有無とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 ブロック規格 基礎コンクリート 単位 数量 備 考

項 目 の有無

地先境界ブロック ○ ○ ｍ

（２）ブロック規格区分
ブロック規格による区分は、下記のとおりとする。

①120mm×120mm×600mm(A) ②150mm×120mm×600mm(B)
③150mm×150mm×600mm(C) ④各種(上記以外実数･実名称)

（３）基礎コンクリートの有無区分
基礎コンクリートの有無による区分は、下記のとおりとする。

①有り ②無し

４.その他
なお、作業土工に関する数量算出については 「２．１．１土工」によるものとする。、
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２．５．１．３ ユニット区分： 植樹ブロック

１．適用

植樹ブロックの設置工に適用する。

２．数量算出項目

植樹ブロックの延長を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分 規格

項目 単位 数量 備考

植樹ブロック ○ ｍ

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。、

なお、作業土工に関する数量算出については、２．１．１土工によるものとする。
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２．５．１．４ ユニット区分： アスカーブ

１．適用

アスカーブ設置に適用する。

２．数量算出項目

アスカーブの延長を算出する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分 規格

項目 （材料） 単位 数量 備考

アスカーブ ○ ｍ

（２）規格区分

材料区分毎に算出するものとし、区分は下記のとおりとする。

①再生細粒度 ( )AS 13
②細粒度 ( )AS 13
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２．５．２ 分離帯工

※分離帯工におけるユニット区分：L型側溝は による。また、歩車道境界ブロッ２．４．1 側溝工

クは による。２．５．１．１ ユニット区分： 歩車道境界ブロック

２．５．２．１ ユニット区分： 間詰コンクリート

数量の算出は、土木工事数量算出要領(案)「コンクリート工 （ページ1-4-2 「型枠工 （ペ」 ）、 」

ージ1-4-3 ）によるものとする。
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２．５．２．２ ユニット区分： 間詰砕石

１．適用

分離帯工における間詰砕石工に適用する。

２．数量算出項目

間詰材の数量を算出する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分

項目 規格 単位 数量 備考

３間詰材 ○ ｍ

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるものとする。、
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２．５．２．３ ユニット区分： 客土

１．適用

客土に適用する （上層 ㎝）。 30

２．数量算出項目

客土を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分 規格

項目 （材料） 単位 数量 備考

客土 ○ ㎥
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２．５．２．４ ユニット区分： 植樹帯盛土

１．適用

縁石工等における植樹帯盛土に適用する （上層 ㎝）。 30

２．数量算出項目

植樹帯盛土を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分 規格

項目 （材料） 単位 数量 備考

植樹帯盛土 ○ ㎥



６ 章 踏 掛 版 工

2.6.1 踏掛版工 (ユニット区分： 踏掛版工 ）
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２．６．１ 踏掛版工 （ユニット区分： 踏掛版工）

１．適用

踏掛版の設置に適用する。

２ 数量算出項目．

コンクリート体積を区分ごとに算出する。

３ 区分．

区分は、鉄筋量とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 鉄筋量 単位 数量 備 考

項 目 (ｔ/ｍ3)

3踏掛版 ○ ｍ

（２）鉄筋量区分
鉄筋量による区分は、下記のとおりとする。

①0.12ｔ以上0.16ｔ未満 ②0.16ｔ以上0.20ｔ未満 ③0.20ｔ以上0.24ｔ未満
④0.24ｔ以上0.28ｔ未満 ⑤各種(上記以外実数)

４.その他
なお、作業土工に関する数量算出については 「２．１．１土工」によるものとする。、



７ 章 防 護 柵 工

2.7.1 路側防護柵工 (ユニット区分：2.7.1.1 ガードレール、

2.7.1.2 ガードケーブル

〃 ガードパイプ

2.7.2 防止柵工 (ユニット区分：2.7.2.1 立入防止柵

2.7.2.2 転落（横断)防止柵 ）

2.7.3 ボックスビーム工 (ユニット区分： ボックスビーム ）

2.7.4 車止めポスト工 (ユニット区分： 車止めポスト ）
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２．７．１ 路側防護柵工
２．７．１．１ユニット区分： ガードレール

１．適用

ガードレールの設置、再利用設置、撤去・設置に適用する。

２．数量算出項目

ガードレールの延長を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格、設置方式、型式とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 設 置

規 格 型 式 単位 数 量 備 考

項 目 方 式

ガ ー ド レ ー ル ○ ○ ○ ｍ

（２）設置方式区分

ガードレールの設置方式による区分は、下記のとおりとする。

① 設置

② 再利用設置

③ 撤去・設置

（３）規格区分は下記のとおりとする。

① Ａ種(路側用) ② Ｂ種(路側用) ③ Ｃ種(路側用)④ Ａｍ種(中央分離帯用)

⑤ Ｂｍ種(中央分離帯用) ⑥ 各種(上記以外規格名)

（４）型式区分は下記のとおりとする。

① 標準型 ② 耐雪型(積雪ランク2)③ 耐雪型(積雪ランク3) ④ 耐雪型(積雪ランク4･5)

４ 数量算出方法．

数量の算出は 「第 編(共通編)１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、 1

(１）ガードレール

ガードレールの延長は、袖レールを含む延長とする。

(２) 施工箇所ごとに数量を算出し、項目別に合計延長を算出する。

(３) 作業土工については２．１．１土工による。
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２．７．１．２ ユニット区分： ガードケーブル、ガードパイプ

数量算出は、土木工事数量算出要領(案)｢防護柵工｣（ページ3-2-4）によるものとする。

なお、作業土工については２．１．１土工による。
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２．７．２ 防止柵工
２．７．２．１ ユニット区分： 立入防止柵

１．適用

防止柵工における立入防止柵に適用する。

ただし、以下の場合は適用しない。

（１）再利用設置の場合（設置手間のみの流用品・支給品等使用）

（２）撤去・設置の場合（同一物を撤去して、設置〔移設 ）〕

（３）撤去のみの場合

２．数量算出項目

数量の算出は土木工事数量算出要領（案 「立入防止柵工 （ページ ）によるものとする。） 」 3-2-6
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２．７．２．２ ユニット区分： 転落(横断)防止柵

１．適用

防護柵工における転落（横断）防止柵に適用する。

ただし、以下の場合は適用しない。

（１）パネル型式の場合

（２）良好な景観形成に配慮した（景観配慮型）型式の場合

（３）再利用設置の場合（設置手間のみの流用品・支給品等使用）

（４）撤去・設置の場合（同一物を撤去して、設置〔移設 ）〕

（５）撤去のみの場合

２．数量算出項目

区分は防止柵種類、支柱間隔、建込方式とする

３．区分

区 分 防止柵 支柱 建込

項 目 種 類 間隔 方式 単位 数 量 備 考

転落（横断）防止柵 ○ ○ ○ ｍ

（２）各区分の分類

１）防止柵の種類

① 転落防止柵（柵高１．１ｍ）

② 横断防止柵（柵高０．７ｍ～０．８ｍ）

２）支柱間隔

①１ｍ

②１．５ｍ

③２ｍ

④３ｍ

３）建込方式

①土中建込

②コンクリート建込

③プレキャストコンクリートブロック建込

※上記１）～３）のいずれか１つでも分類に当てはまらない転落（横断）防止柵の数量算出につ

いては土木工事数量算出要領（案 「防護柵工」(ページ3-2-4～5)によるものとする。）

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

(１)作業土工に関する数量算出については、２．１．１土工によるものとする。
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２．７．３ ボックスビーム工
(ユニット区分：ボックスビーム)

数量算出は、土木工事数量算出要領(案)｢防護柵工｣（ページ3-2-4）によるものとする。

なお、作業土工については２．１．１土工による。
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２．７．４ 車止めポスト工(ユニット区分：車止めポスト)

数量の算出は土木工事数量算出要領（案 「車止めポスト設置工」(ページ )によるものとす） 3-2-7
る。



８ 章 標 識 工

2.8.1 小型標識工 (ユニット区分：2.8.1.1 路側式標識柱･基礎

2.8.1.2 標識板(案内)、標識板(警戒等)

添架式標識板取付金具(標識板)

2.8.2 大型標識工 (ユニット区分：2.8.2.1 片持標識柱、標識基礎

2.8.2.2 門型標識柱 ）



2-8-1

２．８．１ 小型標識工

２．８．１．1（ユニット区分： 路側式標識柱･基礎）

数量の算出は、土木工事数量算出要領(案)「標識工 （ページ3-2-23）によるものとする。」

なお、作業土工については２．１．１土工による



2-8-2

２．８．１．２ ユニット区分：標識板(案内)、標識板(警戒等)
添架式標識板取付金具(標識板)

１．適用

、 、 。標識板(案内) 標識板(警戒等) 添架式標識板取付金具(標識板)に適用する

２．数量算出項目

、 。標識板 添架式標識板取付金具の数量を区分ごとに算出する

３．区分

区分は、設置方式、構造･種類、反射シートの種類、標識板の裏面塗装、設置箇所とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分

設置 構造 反射シート 標識板の 設置箇所 単位 数量 備考

項 目 方式 種類 の種類 裏面塗装

1案内 × × ○ ○ × 枚 ※

標識板

警戒等 ○ ○ × × × 枚

添架式標識板 ○ × × × ○ 基 ※２

取付金具

注）１．備考欄に※ があるものは、標識板の１枚当り面積（ｍ 基）も算出すること。1 2/
２．※２添架式標識板取付金具の単位（基）は、標識板枚数で算出すること。

（２）設置方式区分

設置方式による区分は、下記の通りとする。

①設置 ②再利用設置

（３）構造・種類区分

構造・種類による区分は、下記のとおりとする。

標識板 警戒等 警戒標識（ ）

規制標識

指示標識

路線番号標識

（４）構造・種類区分

反射シートの種類による区分は、下記のとおりとする。

・反射シートの種類 広角プリズム

カプセルプリズム、カプセルレンズ

封入レンズ



2-8-3

(５)標識板の裏面塗装

標識板の裏面塗装による区分は、下記のとおりとする。

①有り ②無し

（６）設置箇所

設置箇所による区分は、下記のとおりとする。

添架式標識板取付金具の設置箇所 信号アーム部

照明柱・既設標識柱

歩道橋

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）標識板

１）板の支柱（梁材）への取付ブラケットは、溶接を標準とする。クランプ型ブラケットで取

り付ける場合は、必要組数を別途算出する。

２）補助板は、本板と１組で１枚とする。

３）取付材料（ボルト・ナット等）を別途算出する。
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２．８．２大型標識工

※大型標識工におけるユニット区分： 標識板(案内)、標識板(警戒等)、添架式標識板取付金具

(標識板)は２．８．１小型標識工による

２．８．２．１ ユニット区分：片持標識柱、標識基礎

１．適用

舗装工における道路標識の片持標識柱，標識基礎の設置工に適用する。

２．数量算出項目

標識柱、標識基礎の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、質量、体積とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 質量 体積 単 位 数 量 備 考

項 目 （ ） ( )kg m3

標識柱 片持式 ○ × 基 ※１

片持式 × ○ ※２

標識基礎 基

門型式 × ○ ※２

注）１．備考欄に※１があるものは、標識柱の１基当り質量（ 基）も算出すること。kg/
２．備考欄に※２があるものは、標識基礎の１基当り体積（ｍ 基）も算出すること。3/

(２)質量による区分

① 未満 ② 以上400kg 400kg

(３)体積による区分

① 未満 ② 以上 ｍ 未満 ③ ｍ 以上4m3 4m3 6 3 6 3

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）標識基礎

１）コンクリート基礎は、コンクリート体積（ｍ３）等を算出する。

なお、門型式における基礎は、左右各々の数量（ｍ３）を算出する。

（２）掘削残土については別途算出する。

(３) 作業土工については２．１．１土工による。
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２．８．２．２ ユニット区分：門型標識柱

数量の算出は、土木工事数量算出要領(案)「標識工 （ページ3-2-23）によるものとする。」

なお、作業土工に関する数量算出については、２．１．１土工によるものとする。



９ 章 区 画 線 工

2.9.1 区画線工 (ユニット区分： 溶融式区画線、ペイント式区画線、

高視認性区画線、区画線消去 ）
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２．９．１ 区画線工
ユニット区分： 溶融式区画線、ペイント式区画線、

高視認性区画線 区画線消去、

１．適用

舗装工における区画線、道路標示の設置及び消去に適用する。

２．数量算出項目

区画線の設置延長および消去延長を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、施工方法、規格・仕様、表層種類、色、塗布厚、形式とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分 施 工 規 格 表 層
色 塗布厚 形式 単位 数 量 備 考

項目 方 法 仕 様 種 類

区画線設置 ○ ○ ○ ○ ○ × ｍ

区画線消去 × × ○ × × ○ ｍ 換算15cm

（２）施工方法区分

施工方法区分は以下のとおりとする。

施工方法 区 画 線 溶融式・手動

溶剤型ﾍﾟｲﾝﾄ式・自走（加熱式）

溶剤型ﾍﾟｲﾝﾄ式・自走（常温式）

水性型ﾍﾟｲﾝﾄ式・自走（加熱式）

水性型ﾍﾟｲﾝﾄ式・自走（常温式）

各種

高視認性区画線 リブ式（溶融式）

リブ式（２液反応式）

非リブ式（溶融式）

貼付式

（３）規格・仕様区分

規格・仕様の区分は線種、施工幅毎に区分して算出する

cm区画線の種類 実 線 施 工 幅 １５

cm破 線 ２０

cmゼ ブ ラ ３０

cm４５

道路標示の種類 矢印･記号･文字 施 工 幅 １５ 換算cm

注）１．矢印・記号・文字は、構成する線幅が１０ｃｍ未満のものについて、区分して

算出する。

２．区画線の溶融式・手動の横断線はゼブラを適用する。
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（４）色、塗布厚の区分

色については、白色又は黄色に区分する。

厚さについては、 ｍｍ又は各種（実数)に区分する。1.5

(５)形式の区分

形式については削り取り式又は各種（実入力)に区分する。

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）区画線設置

実線・破線・ゼブラについては塗布幅毎の延長を、矢印・記号・文字等については、面

積・箇所ごとに１５ｃｍ換算した延長を算出する。ただし、構成する線幅が１０ｃｍ未満

の矢印・記号及び文字については、区分して算出する。

なお、破線については、実際に塗布する延長とする。

（２）区画線消去

消去面積を１５ｃｍ換算した延長を算出する。



章 道 路 植 栽 工10

2.10.1 道路植栽工 (ユニット区分：2.10.1.1 植樹

2.10.1.2 地被類植付 ）
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２．１０．１．１ ユニット区分： 植樹

数量の算出は、土木工事数量算出要領（案 「道路植栽工 （ページ3-2-38）によるものとする。） 」

なお、道路植栽工におけるユニット区分：植樹帯盛土は２．５．２．４植樹帯盛土によるものと

し、ユニット区分：土材料、土砂等運搬、積込(ルーズ)は２．１．１土工によるものとし、ユニット

区分：客土は２．５．２．３客土によるものとする。
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２．１０．１．２ ユニット区分：地被類植付

１．適用

道路の地被類植付に適用する。

２．数量算出項目

地被類植付を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、施工場所、土壌改良材の有無とする。

（１）数量算出項目区分一覧表

区分
施工場所 土壌改良材の有無 単位 数 量 備 考

項目

地被類植付 ○ ○ 鉢

（２）施工場所区分

施工場所の定義は、以下のとおりとする。

①供用区間：車両、自転車、歩行者等一般交通の影響を受ける現道上の施工場所で、下記

のとおり区分する。

歩 道 歩道又は、車道と歩道の間に設置した植栽地

交 通 島 交差点において車両を導流するための導流島及び歩行者の安全を確保する

ために設けられた安全島及び植栽地

中央分離帯 交通の分流制御を目的とした中央分離帯等に設けられた植栽地

環境緑地帯 幹線道路の沿道の生活環境を保全するための環境施設帯（駐車帯・道の駅

等）に設けられた植栽地

②未供用区間：バイパス施工中等で、車両、自転車、歩行者等一般交通の影響を受けない

施工場所

（注）現道上であっても、一般交通の影響をほとんど受けずに作業実施可能な施工場所（通

行止区間等）は未供用区間とする。

（３）土壌改良材の有無

土壌改良材の有無による区分は、下記の通りとする。

①有り ②無し



章 道 路 付 属 施 設 工11

2.11.1 境界工 （ユニット区分：境界杭、境界鋲 ）

2.11.2 道路付属物工 （ユニット区分：2.11.2.1 視線誘導標

2.11.2.2 道路鋲

2.11.2.3 車線分離標 ）

2.11.3 ケーブル配管工 （ユニット区分：2.11.3.1 ケーブル配管(歩道部)、

〃 ケーブル配管(交差点横断部)

2.11.3.2 ハンドホール ）

2.11.4 照明工 （ユニット区分：照明柱基礎 ）
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２．１１．１ 境界工 （ユニット区分：境界杭、境界鋲）

１．適用

境界杭（河川境界杭を含む 、境界鋲の設置工に適用する。）

２．数量算出項目

境界杭、境界鋲の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、設置条件、材料区分とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
設置条件 材料区分 単位 数 量 備 考

項 目

境 界 杭 ○ ○ 本

境 界 鋲 ○ ○ 枚

（２）設置条件

設置条件による区分は、下記の通りとする。

①設置 ②再利用設置

（３）材料区分

)境界杭の材料区分は、下記の通りとする。1
①標準[ × ] ②各種120 120

境界鋲の材料区分は、下記の通りとする。2
①標準[ × × ](足付) ②各種40 100 2

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）境界杭で根巻基礎ありと根巻基礎なしは分けて算出する。
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２．１１．２．１ ユニット区分： 視線誘導標

１．適用

視線誘導標の設置に適用する。

２．数量算出項目

。視線誘導標の数量を区分ごとに算出する

３．区分

区分は、作業区分、設置方式、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 設 置
作業区分 規 格 単位 数 量 備考

項 目 方 式

視線誘導標 ○ ○ ○ 本

注）標準型とスノーポール併用型に区分して算出する。

（２）作業区分

作業区分区分は、下記のとおりとする。

①設置 ②再利用設置

（３）設置方式区分

設置方式による区分は、下記のとおりとする。

① 土中建込用

② コンクリート建込用（削孔含む）

③ コンクリート建込用（削孔含まない）

④ 防護柵取付用

⑤ 構造物取付用

（４）規格区分

規格による区分は、下記のとおりとする。

〈１〉両面・片面の区分 〈２〉反射体の径

①両面反射 ①φ 以下100mm
300mm②片面反射 ②φ

〈３〉支柱径（標準型の反射体径 以下のみ）100mm
34mm①φ

②φ 土中建込用・コンクリート建込用60.5mm
89mm③φ

〈４〉取り付け方式（標準型のみ） 〈５〉反射体数（スノーポール併用型のみ）

①バンド式 ①１個

②ボルト式 防護柵取付用 ②２個

③かぶせ式

④側壁用 構造物取付用

⑤ベースプレート式
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４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、

（１）視線誘導標

土中建込用においては、基礎を使用する場合も含めて算出すること。
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２．１１．２．２ ユニット区分：道路鋲
１．適用

道路鋲の設置工に適用する。

２．数量算出項目

道路鋲の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、作業区分、規格、設置方式とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 設 置
作業区分 規 格 単位 数 量 備 考

項 目 方 式

道 路 鋲 ○ ○ ○ 個

（２）作業区分

作業区分区分は、下記のとおりとする。

①設置 ②再利用設置

（３）規格区分

〈１〉道路鋲の種類 〈２〉両面・片面の区分

①大型鋲（高さ を超え 以下） ①両面反射30mm 50mm
②小型鋲（高さ 以下） ②片面反射30mm

〈３〉材質 〈４〉設置幅区分

①アルミ製 ① 大型鋲30cm
20cm②樹脂製 ②

③ 小型鋲15cm
10cm④

※設置幅は、道路上に設置したときの

幅であり、材料本体の幅ではない。

（４）設置方式区分

設置方式による区分は、下記のとおりとする。

① 穿孔式 ② 貼付式

４．数量算出方法

数量の算出は 「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。、
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車線分離標２．１１．２．３ ユニット区分：

１．適用

。車線分離標の設置工に適用する

２．数量算出項目

。車線分離標の数量を区分ごとに算出する

３．区分

区分は、施工区分、高さとする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区分

施工区分 高さ 単位 数量 備 考

項目

車線分離標 ○ ○ 本

（２）施工区分は、下記のとおりとする。

①削孔式 ②貼付式

（３）規格区分

規格区分は、下記のとおりとする。

高さ

① 400mm ② 650mm ③ 800mm
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２．１１．３．ケーブル配管工
２．１１．３．１ ユニット区分：ケーブル配管（歩道部 、）

ケーブル配管（交差点横断部 ））

数量の算出は、土木工事数量算出要領(案)「管路材設置」(ページ3-10-18)によるものとする。

なお、作業土工については２．１．１土工による。

２．１１．３．２ ユニット区分：ハンドホール

数量の算出は、土木工事数量算出要領(案)「ハンドホール設置」(ページ3-10-19)によるもの

とする。

なお、作業土工については２．１．１土工による。
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２．１１．４．照明工（ユニット区分：照明柱基礎）

数量の算出は、土木工事数量算出要領(案)「コンクリート工」(ページ1-4-2) 「型枠工」(ペー、

ジ1-4-3) 「砕石基礎工」(ページ1-9-2）によるものとする。、

なお、作業土工については２．１．１土工による。



章 橋 梁 付 属 物 工12

2.12.1 伸縮装置工 (ユニット区分：2.12.1.1 鋼・ゴム製伸縮装置、

2.12.1.2 埋設ジョイント ）
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２．１２．１．１ ユニット区分： 鋼・ゴム製伸縮装置

１．適用

鋼橋上部工のゴム製伸縮装置、鋼製伸縮装置の設置工に適用する。

２．数量算出項目

伸縮装置の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、伸縮装置規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
単 位 数 量 備 考

項 目 伸縮装置規格

鋼･ゴム製伸縮装置 ○ ｍ

（２）伸縮装置規格

①各種（文字入力）

４．数量算出方法

数量の算出は､「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

１）伸縮継手延長を算出する。
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２．１２．１．２ ユニット区分：埋設ジョイント

数量の算出は土木工事数量算出要領(案 「伸縮装置工」(ページ3-4-23～3-4-24）によるものとす）

る。
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